
(57)【要約】

【課題】製造組立てが簡単で低コストの液晶ディスプレ

ー構造体を提供する。

【解決手段】上下基層と光透過性電極と光反射性電極と

共通電極と液晶層とを有し、上基層は第１相遅延板を下

基層は第２相遅延板を有し、光透過性電極は下基層上面

の第１部分上に形成され上基層に対し第１隙間を、光反

射性電極は下基層上面の第２部分上に形成され上基層に

対し第２隙間を有し、第２隙間が第１隙間と相関し、共

通電極は上基層下面と光透過性電極と光反射性電極との

間に配置され光透過性電極と光反射性電極と協働して電

圧を生じ、液晶層は共通電極と光透過性電極と光反射性

電極間に配置され電圧に反応して特殊態様に配列される

。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
上 側 基 層 と 下 側 基 層 と 光 透 過 性 電 極 と 光 反 射 性 電 極 と 共 通 電 極 と 液 晶 層 と を 有 し て な り 、
上 側 基 層 は 第 １ 相 遅 延 板 を 有 し て お り 、 下 側 基 層 は 第 ２ 相 遅 延 板 を 有 し て お り 、 光 透 過 性
電 極 は 下 側 基 層 上 面 の 第 １ の 部 分 上 に 形 成 さ れ か つ 上 側 基 層 に 対 し て 第 １ の 隙 間 を 有 し て
お り 、 光 反 射 性 電 極 は 下 側 基 層 上 面 の 第 ２ の 部 分 上 に 形 成 さ れ か つ 上 側 基 層 に 対 し て 第 ２
の 隙 間 を 有 し て お り 、 第 ２ の 隙 間 が 第 １ の 隙 間 と は 異 な る が 相 関 性 を 有 し て お り 、 共 通 電
極 は 上 側 基 層 の 下 面 と 光 透 過 性 電 極 と 光 反 射 性 電 極 と の 間 に 配 置 さ れ て お り か つ 光 透 過 性
電 極 お よ び 光 反 射 性 電 極 と 協 働 し て 電 圧 を 生 じ 、 液 晶 層 は 共 通 電 極 と 光 透 過 性 電 極 と 光 反
射 性 電 極 と の 間 に 配 置 さ れ か つ 電 圧 に 反 応 し て 特 殊 態 様 に 配 列 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 液
晶 デ ィ ス プ レ ー 構 造 体 。
【 請 求 項 ２ 】
第 １ お よ び 第 ２ 相 遅 延 板 が と も に 単 一 板 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 構 造 体
。
【 請 求 項 ３ 】
第 １ お よ び 第 ２ 相 遅 延 板 が １ ／ ２ 波 長 板 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 構 造 体
。
【 請 求 項 ４ 】
第 ２ の 隙 間 が 第 １ の 隙 間 の １ ／ ２ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 構 造 体 。
【 請 求 項 ５ 】
光 透 過 性 電 極 と 共 通 電 極 と の 間 に 配 置 さ れ た 液 晶 層 の 第 １ の 部 分 が １ ／ ２ 波 長 板 に 等 し く
、 光 反 射 性 電 極 と 共 通 電 極 と の 間 に 配 置 さ れ た 液 晶 層 の 第 ２ の 部 分 が １ ／ ４ 波 長 板 に 等 し
い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 構 造 体 。
【 請 求 項 ６ 】
上 下 側 の 基 層 が 光 透 過 性 基 層 と 、 光 透 過 基 層 の 電 極 と は 反 対 側 に 配 置 さ れ た 相 遅 延 板 と 、
相 遅 延 板 の 光 透 過 基 層 と は 反 対 側 に 配 置 さ れ た 偏 光 板 と を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 構 造 体 。
【 請 求 項 ７ 】
光 反 射 性 電 極 が 下 側 基 層 の 光 透 過 基 層 か ら 誘 電 層 に よ り 離 間 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ６ に 記 載 の 構 造 体 。
【 請 求 項 ８ 】
上 側 基 層 と 下 側 基 層 と 光 透 過 性 電 極 と 光 反 射 性 電 極 と 液 晶 層 と を 有 し て な り 、 上 側 基 層 が
第 １ の １ ／ ２ 波 長 板 を 有 し て お り 、 下 側 基 層 が 第 ２ の １ ／ ２ 波 長 板 を 有 し て お り 、 光 透 過
性 電 極 が 下 側 基 層 の 第 １ の 部 分 の 上 側 に 形 成 さ れ て い て か つ 上 側 基 層 に 対 し て 第 １ の 隙 間
を 有 し て お り 、 光 反 射 性 電 極 が 下 側 基 層 の 第 ２ の 部 分 の 上 側 に 形 成 さ れ て い て か つ 上 側 基
層 に 対 し て 第 ２ の 隙 間 を 有 し て お り 、 第 ２ の 隙 間 が 第 １ の 隙 間 の 半 分 で あ り 、 液 晶 層 が 光
反 射 性 電 極 と 光 透 過 性 電 極 と 上 側 基 層 と の 間 に 配 置 さ れ て お り 、 光 透 過 性 電 極 上 側 の 液 晶
層 の 第 １ の 部 分 が １ ／ ２ 波 長 板 に 等 し く 、 光 反 射 性 電 極 上 側 の 液 晶 層 の 第 ２ の 部 分 が １ ／
４ 波 長 板 に 等 し い こ と を 特 徴 と す る 液 晶 デ ィ ス プ レ ー 構 造 体 。
【 請 求 項 ９ 】
上 側 基 層 が 光 透 過 基 層 と 、 該 基 層 の 第 １ の 側 に 形 成 さ れ た 光 透 過 共 通 電 極 と 、 上 記 基 層 の
第 ２ の 側 に 形 成 さ れ て 基 層 と と も に 第 １ の １ ／ ２ 波 長 板 を 挟 持 し て い る 偏 光 板 と を 有 し て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 構 造 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
下 側 基 層 が 光 透 過 性 電 極 お よ び 光 反 射 性 電 極 の 下 に 位 置 す る 光 透 過 基 層 と 、 光 透 過 基 層 の
下 に 位 置 し て 光 透 過 基 層 と と も に 第 ２ の １ ／ ２ 波 長 板 を 挟 持 す る 偏 光 板 と を 有 し て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 構 造 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
光 反 射 性 電 極 が 光 透 過 基 層 上 に 配 置 さ れ た 誘 電 層 と 、 光 透 過 性 電 極 に 接 続 さ れ た 状 態 で 誘
電 層 上 に 配 置 さ れ た 光 反 射 性 電 極 と を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 構
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造 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
こ の 発 明 は 液 晶 デ ィ ス プ レ ー （ Ｌ Ｃ Ｄ ） 構 造 体 に 関 す る も の で あ り 、 よ り 詳 し く は 部 分 的
に 光 透 過 性 で 部 分 的 に 光 反 射 性 の Ｌ Ｃ Ｄ 構 造 体 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 】
例 え ば 電 子 時 計 や ポ ケ ッ ト 計 算 機 や パ ー ソ ナ ル デ ジ タ ル 補 助 器 （ Ｐ Ｄ Ａ ） や 携 帯 電 話 な ど
の 携 帯 電 子 機 器 に あ っ て は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ ー （ Ｌ Ｃ Ｄ ） が 情 報 を 報 せ る 最 も 一 般 的 な デ
ィ ス プ レ ー で あ る 。 ま た デ ィ ス プ レ ー に あ っ て は 光 反 射 性 Ｌ Ｃ Ｄ が ほ と ん ど で あ る 。 光 反
射 性 Ｌ Ｃ Ｄ の 比 較 的 暗 い 環 境 中 で の 表 示 機 能 を 向 上 さ せ る べ く 、 Ｌ Ｃ Ｄ に 光 透 過 性 機 能 を
付 与 す る の が 望 ま し い 。 し た が っ て 部 分 的 に 光 透 過 性 で 部 分 的 に 光 反 射 性 な Ｌ Ｃ Ｄ が 開 発
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 １ Ａ 、 １ Ｂ に 従 来 の 部 分 的 に 光 透 過 性 で 部 分 的 に 光 反 射 性 な Ｌ Ｃ Ｄ の 構 造 を 、 電 圧 印 加
お よ び 電 圧 非 印 加 状 態 で 、 模 型 的 に 断 面 を 示 す 。 こ の Ｌ Ｃ Ｄ 構 造 体 は 後 部 光 源 １ ０ 、 下 側
偏 光 板 １ １ 、 第 １ の 広 帯 域 １ ／ ４ 波 長 板 １ ２ 、 透 明 な 下 側 ガ ラ ス 板 １ ３ 、 液 晶 層 １ ４ 、 透
明 な 上 側 電 極 １ ５ 、 透 明 な 上 側 ガ ラ ス 板 １ ６ 、 第 ２ の 広 帯 域 １ ／ ４ 波 長 板 １ ７ 、 上 側 偏 光
板 １ ８ お よ び ピ ク セ ル 電 極 層 １ ９ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ピ ク セ ル 電 極 層 １ ９ は 光 透 過 性 電 極 域 １ ９ １ と 光 反 射 性 電 極 域 １ ９ ２ を 有 し て い て 、 Ｌ Ｃ
Ｄ 構 造 体 の 部 分 透 過 と 部 分 反 射 の 機 能 を 与 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
Ｌ Ｃ Ｄ 構 造 体 の 光 透 過 性 電 極 １ ９ １ を 具 え た 図 １ Ａ の 部 分 に あ っ て は 、 ピ ク セ ル 電 極 １ ９
１ と 上 側 電 極 １ ５ と の 間 に は 電 圧 は 印 加 さ れ て い な い 。 し た が っ て 、 層 １ ４ 中 の 液 晶 分 子
は 初 期 の 状 態 に あ り そ こ を 通 る 光 を 位 相 角 ｄ だ け 遅 延 さ せ る 。 し た が っ て 後 部 光 源 １ ０ に
よ り 与 え ら れ る 光 の 総 位 相 角 は １ ／ ４ 波 長 、 位 相 角 ｄ お よ び 他 の １ ／ ４ 波 長 の 合 計 で あ り
、 こ れ は 第 １ の 広 帯 域 １ ／ ４ 波 長 板 １ ２ と 液 晶 層 １ ４ と 第 ２ の 広 帯 域 １ ／ ４ 波 長 板 １ ７ の
遅 延 効 果 か ら そ れ ぞ れ 結 果 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
つ ま り 総 位 相 角 は １ ／ ２ 波 長 プ ラ ス ｄ で あ っ て 、 １ ／ ２ 波 長 プ ラ ス ｄ だ け 遅 延 さ れ た 光 は
偏 光 板 １ ８ を 透 通 し て 看 者 の 目 に 至 る 。 し た が っ て こ の 遅 延 さ れ た 部 分 は 完 全 に 明 る い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
逆 に ピ ク セ ル 電 極 １ ９ １ と 上 側 電 極 １ ５ と の 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ る と 、 層 １ ４ 中 の 液 晶 分
子 は 図 １ Ｂ に 示 す よ う に 直 立 す る 。 全 て の 液 晶 分 子 が 直 立 す る と 、 液 晶 層 １ ４ の 光 位 相 遅
延 効 果 は 低 減 さ れ て 、 ｄ ＝ ０ と な る 。 し た が っ て 総 位 相 角 は １ ／ ２ 波 長 と な る 。 こ の よ う
な 位 相 角 の 光 は 偏 光 板 １ ８ を 透 過 で き な い 。 し た が っ て こ の デ ィ ス プ レ ー 部 分 は 完 全 に 暗
く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
さ ら に 光 反 射 性 電 極 １ ９ ２ を 含 ん だ 図 １ Ａ の Ｌ Ｃ Ｄ 構 造 体 の 他 の 部 分 に あ っ て は 、 ピ ク セ
ル 電 極 １ ９ １ と 上 側 電 極 １ ５ と の 間 に は 電 圧 は 印 加 さ れ て い な い 。 し た が っ て 層 １ ４ 中 の
液 晶 分 子 は 初 期 状 態 に あ り 、 通 過 す る 光 を 倍 の 位 相 角 ２ ｄ だ け 遅 延 さ せ る 。 し た が っ て 後
部 光 源 １ ０ に よ り 与 え ら れ る 光 の 総 位 相 角 は １ ／ ４ 波 長 、 位 相 角 ２ ｄ お よ び 他 の １ ／ ４ 波
長 の 合 計 と な り 、 こ れ は 第 ２ の 広 帯 域 １ ／ ４ 波 長 板 １ ７ 、 倍 の 液 晶 層 １ ４ お よ び 第 ２ の 広
帯 域 １ ／ ４ 波 長 板 １ ７ か ら そ れ ぞ れ 結 果 さ れ る も の で あ る 。 す な わ ち 総 位 相 角 は １ ／ ２ 波
長 プ ラ ス ２ ｄ で あ り 、 １ ／ ２ 波 長 プ ラ ス ２ ｄ 遅 延 さ れ た 光 は 偏 光 板 １ ８ を 透 過 し て 看 者 の
目 に 至 る 。 こ の デ ィ ス プ レ ー 部 分 は し た が っ て 完 全 に 明 る く な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
逆 に ピ ク セ ル 電 極 １ ９ ２ と 上 側 電 極 １ ５ と の 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ る と 、 層 １ ４ 中 の 液 晶 分
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子 は 図 １ Ｂ に 示 す よ う に 直 立 に な る 。 全 て の 液 晶 分 子 が 直 立 す る と 、 液 晶 層 １ ４ の 光 位 相
遅 延 効 果 は 低 減 さ れ て 、 ｄ ＝ ０ と な る 。 し た が っ て 総 位 相 角 は １ ／ ２ 波 長 と な る 。 こ の よ
う な 位 相 角 の 光 は 偏 光 板 １ ８ を 透 過 で き ず 、 こ の デ ィ ス プ レ ー 部 分 は 完 全 に 暗 く な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 １ の 広 帯 域 １ ／ ４ 波 長 板 １ ２ ま た は 第 ２ の 広 帯 域 １ ／ ４ 波 長 板 １ ７ は 従 来 １ ／ ４ 波 長 板
と １ ／ ２ 波 長 板 と を 重 合 し て 得 ら れ た も の で あ る 。 広 帯 域 機 能 を 達 成 し て 光 を １ ／ ４ 波 長
の 位 相 角 を 有 す る あ る 波 長 範 囲 に あ ら し め る た め に は 、 １ ／ ４ お よ び １ ／ ２ 波 長 板 の 遅 延
軸 Ｓ １ 、 Ｓ ２ と 下 側 偏 光 板 １ １ ま た は 上 側 偏 光 板 １ ８ の 伝 達 軸 Ｔ は 例 え ば 図 ２ に 示 す よ う
な あ る 態 様 に な ら な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し た が っ て 広 帯 域 １ ／ ４ 波 長 板 １ ２ ま た は １ ７ の 製 造 と 組 立 て は 複 雑 で あ り 、 コ ス ト が 高
い も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
か か る 従 来 技 術 の 現 状 に 鑑 み て こ の 発 明 の 目 的 は 、 製 造 と 組 立 て が 簡 単 で 低 コ ス ト の 液 晶
デ ィ ス プ レ ー 構 造 体 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の た め 第 １ の 発 明 の 液 晶 デ ィ ス プ レ ー 構 造 体 は 、 上 側 基 層 と 下 側 基 層 と 光 透 過 性 電 極 と
光 反 射 性 電 極 と 共 通 電 極 と 液 晶 層 と を 有 し て な り 、 上 側 基 層 は 第 １ 相 遅 延 板 を 有 し て お り
、 下 側 基 層 は 第 ２ 相 遅 延 板 を 有 し て お り 、 光 透 過 性 電 極 は 下 側 基 層 上 面 の 第 １ の 部 分 上 に
形 成 さ れ か つ 上 側 基 層 に 対 し て 第 １ の 隙 間 を 有 し て お り 、 光 反 射 性 電 極 は 下 側 基 層 の 上 面
の 第 ２ の 部 分 上 に 形 成 さ れ か つ 上 側 基 層 に 対 し て 第 ２ の 隙 間 を 有 し て お り 、 第 ２ の 隙 間 が
第 １ の 隙 間 と は 異 な る が 相 関 性 を 有 し て お り 、 共 通 電 極 は 上 側 基 層 の 下 面 と 光 透 過 性 電 極
と 光 反 射 性 電 極 と の 間 に 配 置 さ れ て お り か つ 光 透 過 性 電 極 お よ び 光 反 射 性 電 極 と 協 働 し て
電 圧 を 生 じ 、 液 晶 層 は 共 通 電 極 と 光 透 過 性 電 極 と 光 反 射 性 電 極 と の 間 に 配 置 さ れ か つ 電 圧
に 反 応 し て 特 殊 態 様 に 配 列 さ れ る こ と を 要 旨 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 １ と 第 ２ の 相 遅 延 板 は と も に 単 一 の 板 で あ る の が 望 ま し い 。 つ ま り 第 １ と 第 ２ の 相 遅 延
板 は と も に １ ／ ２ 波 長 板 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
一 実 施 例 に あ っ て は 、 光 反 射 性 電 極 を 下 側 の 基 層 か ら 誘 電 層 に よ り 離 間 さ せ る こ と に よ り
、 第 ２ の 隙 間 は 第 １ の 隙 間 の 実 質 的 に 半 分 で あ る 。 液 晶 層 の 第 １ の 部 分 は 光 透 過 性 電 極 と
共 通 電 極 と の 間 に 配 置 さ れ 、 １ ／ ２ 波 長 板 に 等 し い 。 ま た そ の 第 ２ の 部 分 は 光 反 射 性 電 極
と 共 通 電 極 と の 間 に 配 置 さ れ 、 １ ／ ４ 波 長 板 に 等 し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
一 般 に 上 側 、 下 側 の 基 層 は 光 透 過 性 基 層 を 含 ん で お り 、 相 遅 延 板 は 光 透 過 性 基 層 の 電 極 と
は 反 対 側 に 配 置 さ れ て お り 、 偏 光 板 は 相 遅 延 板 の 光 透 過 性 基 層 と は 反 対 側 に 配 置 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 第 ２ の 発 明 の 液 晶 デ ィ ス プ レ ー 構 造 体 は 、 上 側 基 層 と 下 側 基 層 と 光 透 過 性 電 極 と 光 反
射 性 電 極 と 液 晶 層 と を 有 し て な り 、 上 側 基 層 が 第 １ の １ ／ ２ 波 長 板 を 有 し て お り 、 下 側 基
層 が 第 ２ の １ ／ ２ 波 長 板 を 有 し て お り 、 光 透 過 性 電 極 が 下 側 基 層 の 第 １ の 部 分 の 上 側 に 形
成 さ れ て い て か つ 上 側 基 層 に 対 し て 第 １ の 隙 間 を 有 し て お り 、 光 反 射 性 電 極 が 下 側 基 層 の
第 ２ の 部 分 の 上 側 に 形 成 さ れ て い て か つ 上 側 基 層 に 対 し て 第 ２ の 隙 間 を 有 し て お り 、 第 ２
の 隙 間 が 第 １ の 隙 間 の 半 分 で あ り 、 液 晶 層 が 光 反 射 性 電 極 と 光 透 過 性 電 極 と 上 側 基 層 と の
間 に 配 置 さ れ て お り 、 光 透 過 性 電 極 上 側 の 液 晶 層 の 第 １ の 部 分 が １ ／ ２ 波 長 板 に 等 し く 、
光 反 射 性 電 極 上 側 の 液 晶 層 の 第 ２ の 部 分 が １ ／ ４ 波 長 板 に 等 し い こ と を 要 旨 と す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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一 般 に 上 側 基 層 は さ ら に 光 透 過 性 基 層 を 含 ん で お り 、 光 透 過 性 共 通 電 極 は 光 透 過 性 基 層 の
第 １ の 側 に 形 成 さ れ 、 偏 光 板 は 光 透 過 性 基 層 の 第 ２ の 側 に 配 置 さ れ て か つ 光 透 過 性 基 層 と
の 間 に 第 １ の １ ／ ２ 波 長 板 を 挟 持 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
下 側 基 層 は さ ら に 光 反 射 性 電 極 お よ び 光 透 過 性 電 極 の 下 側 に 配 置 さ れ た 光 透 過 性 基 層 を 有
し て お り 、 偏 光 板 は 光 透 過 性 基 層 の 下 に 位 置 し て か つ 光 透 過 性 基 層 と の 間 に 第 ２ の １ ／ ２
波 長 板 を 挟 持 し て い る 。 Ｌ Ｃ Ｄ 構 造 体 は さ ら に 下 側 基 層 の 下 方 に 配 置 さ れ た 後 部 光 源 を 有
し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
光 反 射 性 電 極 は 光 透 過 性 基 層 上 に 配 置 さ れ た 誘 電 層 と 、 光 透 過 性 電 極 と 接 続 状 態 で 誘 電 層
上 に 配 置 さ れ た 光 反 射 性 電 極 を 有 し て い る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
例 え ば 誘 電 層 は 酸 化 ケ イ 素 ま た は 窒 化 ケ イ 素 か ら 形 成 し て も よ い 。 光 反 射 性 電 極 は ア ル ミ
ニ ウ ム ま た は 銀 か ら 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
第 ３ の 発 明 の 液 晶 デ ィ ス プ レ ー 構 造 体 は 第 １ の １ ／ ２ 波 長 板 を 具 え た 上 側 基 層 と 、 第 ２ の
１ ／ ２ 波 長 板 を 具 え た 下 側 基 層 と 、 下 側 基 層 の 第 １ の 部 分 上 に 形 成 さ れ た 光 透 過 性 電 極 と
、 下 側 基 層 の 第 ２ の 部 分 上 に 形 成 さ れ た 誘 電 層 と 、 光 透 過 性 電 極 に 接 続 さ れ た 状 態 で 誘 電
層 上 に 形 成 さ れ た 光 反 射 性 電 極 と 、 光 反 射 性 電 極 と 光 透 過 性 電 極 と 上 側 基 層 と の 間 に 配 置
さ れ た 液 晶 層 と を 有 し て な り 、 光 透 過 性 電 極 上 方 の 液 晶 層 の 第 １ の 部 分 は １ ／ ２ 波 長 板 に
等 し く 、 光 反 射 性 電 極 上 方 の 液 晶 層 の 第 ２ の 部 分 は １ ／ ４ 波 長 板 に 等 し い こ と を 要 旨 と す
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
以 下 添 付 の 図 面 に よ り さ ら に 詳 し く こ の 発 明 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 実 施 例 】
図 ３ Ａ 、 ３ Ｂ に お い て 、 Ｌ Ｃ Ｄ 構 造 体 は 後 部 光 源 ２ ０ 、 光 透 過 性 基 層 ２ １ １ 、 光 透 過 性 共
通 電 極 ２ １ ２ 、 偏 光 板 ２ １ ３ 、 １ ／ ２ 波 長 板 ２ １ ４ 、 他 の 光 透 過 性 基 層 ２ ２ １ 、 他 の 偏 光
板 ２ ２ ２ 、 他 の １ ／ ２ 波 長 板 ２ ２ ３ 、 光 透 過 性 電 極 ２ ３ 、 光 反 射 性 層 ２ ４ １ お よ び 誘 電 層
２ ４ ２ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
光 透 過 性 電 極 ２ ３ と 光 透 過 性 共 通 電 極 ２ １ ２ と の 間 に は ｄ １ の 隙 間 が あ り 、 光 反 射 性 電 極
２ ４ １ と 光 透 過 性 共 通 電 極 ２ １ ２ と の 間 に は ｄ ２ の 隙 間 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
好 ま し き 実 施 例 に お い て は 、 ｄ ２ が ｄ １ の 半 分 で あ る 。 換 言 す る と 、 光 透 過 性 電 極 ２ ３ 上
方 の 液 晶 部 分 ２ ５ １ の 厚 さ は 光 反 射 性 電 極 ２ ４ １ 上 方 の 部 分 ２ ５ ２ の 厚 さ の 倍 で あ る 。 ２
個 の １ ／ ２ 波 長 板 ２ １ ４ 、 ２ ２ ３ の 間 に そ の よ う な 液 晶 層 を 配 置 す る こ と に よ り 、 液 晶 部
分 ２ ５ １ は １ ／ ２ 波 長 板 に 等 し く な る 。 ま た 液 晶 部 分 ２ ５ ２ は １ ／ ４ 波 長 板 に 等 し く な る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ３ Ａ に 光 透 過 性 電 極 ２ ３ を 有 し た Ｌ Ｃ Ｄ 構 造 体 の 部 分 を 示 す 。 共 通 電 極 ２ １ ２ と 光 透 過
性 電 極 ２ ３ と の 間 に は 電 圧 は 印 加 さ れ て い な い 。 し た が っ て 液 晶 部 分 ２ ５ １ は 初 期 状 態 に
あ り 、 １ ／ ２ 波 長 だ け そ こ を 通 る 光 を 遅 延 さ せ る 。 換 言 す る と 、 図 ２ に 示 す 原 理 に よ り 、
液 晶 部 分 ２ ５ １ の 上 側 半 分 は １ ／ ４ 波 長 板 と し て 機 能 し て 上 側 １ ／ ２ 波 長 板 ２ １ ４ と と も
に 広 帯 域 １ ／ ４ 波 長 板 を 形 成 し 、 液 晶 部 分 ２ ５ １ の 下 側 半 分 は 他 の １ ／ ４ 波 長 板 と し て 機
能 し て 下 側 １ ／ ２ 波 長 板 ２ ２ ３ と と も に 他 の 広 帯 域 １ ／ ４ 波 長 板 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
し た が っ て 光 源 ２ ０ に よ り 放 射 さ れ た 光 は ２ 個 の 広 帯 域 １ ／ ４ 波 長 板 を 通 過 し 、 そ の 相 は
１ ／ ２ 波 長 遅 延 さ れ 、 し か し て 光 は 看 取 さ れ る 偏 光 板 ２ １ ３ を 透 過 す る こ と が で き な い 。
換 言 す る と 、 こ の 液 晶 部 分 ２ ５ １ を カ バ ー す る 領 域 は 完 全 に 暗 く な る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
電 圧 が 引 火 さ れ る と 液 晶 分 子 は 図 ３ Ｂ に 示 す よ う に 直 立 状 態 と な り 、 液 晶 部 分 ２ ５ １ は 相
遅 延 に は 関 与 し な い 。 こ の 状 態 で は 光 の 総 位 相 角 は 正 確 に １ ／ ２ 波 長 で は な く 、 し た が っ
て 光 は 看 取 さ れ る 偏 光 板 ２ １ ３ を 透 過 で き る 。 液 晶 部 分 ２ ５ １ を カ バ ー す る 領 域 は 完 全 に
明 る く な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ３ Ａ 、 ３ Ｂ に 示 す Ｌ Ｃ Ｄ 構 造 体 に つ い て は 、 追 加 の 誘 電 層 ２ ４ ２ が 光 透 過 性 基 層 ２ ２ １
と 光 反 射 性 基 層 ２ ４ １ と の 間 に 挟 持 さ れ る 。 Ｌ Ｃ Ｄ 構 造 体 外 に 反 射 さ れ る 前 に 、 外 部 の 光
は １ ／ ２ 波 長 板 ２ １ ４ を ２ 回 透 過 し て 、 か つ 液 晶 部 分 ２ ５ ２ に よ る １ ／ ４ 波 長 板 を 透 過 す
る 。 こ の 光 反 射 性 領 域 に お け る 総 位 相 角 は 上 記 の 光 透 過 性 領 域 と 同 じ で あ る 。 し た が っ て
液 晶 部 分 ２ ５ ２ を カ バ ー す る 領 域 も 電 圧 非 印 加 時 に は 完 全 に 暗 く な り 、 電 圧 印 加 時 に は 完
全 に 明 る く な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
液 晶 層 ２ ５ の 厚 さ を 制 御 す べ く 共 通 電 極 ２ １ ２ と 光 透 過 性 電 極 ２ ３ お よ び 光 反 射 性 電 極 ２
４ １ と の 間 の 隙 間 を 適 宜 調 節 す る こ と に よ り 、 液 晶 分 子 は 所 望 の 広 帯 域 １ ／ ４ 波 長 板 の 一
部 と し て 機 能 す る 。 し た が っ て 各 上 側 基 層 お よ び 下 側 基 層 に は 単 一 の 波 長 板 で 充 分 で あ る
。 製 造 と 組 立 て は 簡 単 と な り 、 コ ス ト は 低 減 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
例 え ば 上 記 の 実 施 例 で は 、 光 透 過 性 基 層 ２ １ １ ま た は ２ ２ １ は ガ ラ ス 製 で よ い 。 共 通 電 極
２ １ ２ は 酸 化 イ ン ジ ウ ム 錫 （ Ｉ Ｔ Ｏ ） で 形 成 で き る 。 誘 電 層 ２ ４ ２ は 酸 化 ケ イ 素 ま た は 窒
化 ケ イ 素 で 形 成 で き る 。 光 反 射 性 電 極 ２ ４ １ は ア ル ミ ニ ウ ム ま た は 銀 で 形 成 で き る 。 液 晶
分 子 の 初 期 状 態 は 水 平 均 質 状 、 ハ イ ブ リ ッ ド 状 ま た は 屈 曲 状 で あ っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ Ａ お よ び １ Ｂ は 、 従 来 の 部 分 的 に 光 透 過 性 で 部 分 的 に 光 反 射 性 で あ る Ｌ Ｃ Ｄ
構 造 体 （ 電 圧 印 加 状 態 ・ 電 圧 非 印 加 状 態 ） の 断 面 模 型 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 １ ／ ４ 波 長 板 お よ び １ ／ ２ 波 長 板 の 遅 延 軸 と 図 １ の 下 側 ま た は 上 側 偏 光 板 の 伝 達
軸 と の 間 の 関 係 を 示 す 模 型 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ Ａ は 、 こ の 発 明 の 平 坦 で 柔 軟 な ケ ー ブ ル の 一 実 施 例 の 断 面 側 面 図 で あ る 。 図
３ Ａ 、 ３ Ｂ は 、 こ の 発 明 の 部 分 的 に 光 透 過 性 で 部 分 的 に 光 反 射 性 の Ｌ Ｃ Ｄ 構 造 体 （ 電 圧 印
加 状 態 ・ 電 圧 非 印 加 状 態 ） の 好 ま し き 実 施 例 の 断 面 模 型 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ ０ ： 　 後 部 光 源
２ ３ ： 　 光 透 過 性 電 極
２ １ １ 、 ２ ２ １ ： 　 光 透 過 性 基 層
２ １ ２ ： 　 光 透 過 性 共 通 電 極
２ １ ３ 、 ２ ２ ２ ： 　 偏 光 板
２ ４ ２ ： 　 誘 電 層
２ ５ １ 、 ２ ５ ２ ： 　 液 晶 部 分
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